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 三浦半島内で発生しているダイコン黒斑細菌病の細菌種の判別 

［要約］2021～2023 年に三浦半島内の４地域７地点から採集した黒芯症状のサンプルから

分離されたダイコン黒斑細菌病（黒芯症）の細菌種は、Pseudomonas syringae pv. 

maculicola であった。 
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［背景・ねらい］   

 ダイコン黒斑細菌病（黒芯症）は、近年、三浦半島内の２～３月収穫のダイコンで発生

が問題となっている（図１）。三浦半島内で発生しているダイコン黒斑細菌病（黒芯症）

の細菌種（Pseudomonas syringae pv. maculicolaまたは三浦半島内で緑肥として栽培さ

れているエンバクに病原性のあるPseudomonas cannabina pv. alisalensis）を明らかに

することで、今後の防除対策に資する。 

 

［成果の内容・特徴］  

１ 黒芯症状を呈したダイコンサンプルから得られた菌株の遺伝子解析（マルチプレ

ックスPCR、シーケンス解析）および細菌学的性質を調べた結果、植物病原細菌の

可能性が高い菌株は19菌株であった（データ省略）。 

２ 2021～2023年に三浦半島内で採集した19菌株のうち、ダイコン黒斑細菌病菌であ

る３菌株はいずれもP. syringae pv. maculicolaであった（表１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 菌株は、三浦半島内の４地域７地点で採集したサンプルから分離した。 

２ マルチプレックスPCRは、「ダイコン種子の黒斑細菌病検査標準作業手順書」に

よる。 

３ シーケンス解析では、16SrRNA領域をもとにBLAST検索し、細菌学的性質ではAPI

20NEおよびスクロース利用能を調べることで同定した。 

４ 分離されたP. syringae pv. maculicola を健全なダイコンに接種したところ、病原

性が確認された（データ省略）。 

  



［具体的データ］ 

図１ ダイコン黒斑細菌病による黒芯症状 

 

表１ 三浦半島内で発生しているダイコン黒斑細菌病の細菌種（2021～2023年） 
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